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磁気マーカーと SQUID 磁気センサを用いた

超高感度な液相での免疫検査法の開発を行なっ

ている。今回、FGbeads と呼ばれる磁気マーカ

ーを用いて、測定の際に印加する磁界の影響を

調べた。 

現在の磁界印加法は、測定の始めに強い励起

磁界（Bex=60mT）を印加して磁気マーカーを磁

化し、その後、弱い磁界(Bm)中で磁気マーカー

からの信号を検出する方法である。Fig. 1 に、測

定磁界 Bm の大きさを変えた場合の未結合マー

カーからの信号の様子を示す。図に示すように、

Bmの値が大きい場合には測定の前後で信号が増

大しており、未結合マーカーの凝集が発生して

いる事を示している。これに対して Bm=1mT の

場合には、測定の前後で信号の増加はなく、未

結合マーカーの凝集を防止出来ることが分かる。 

次に、励起磁界 Bex=60mTの印加回数について

調べた。励起回数を変えて、ポリマー粒子の表

面に固定化したビオチンの検出を行った結果を

Fig. 2 に示す。図の横軸はポリマー粒子数であり、

縦軸は SQUID の信号である。なお、Fig. 2 の結

果から、励起回数を増やすにつれて SN 比は低

下していくので、励起回数は 5 回程度が適切で

あると思える。 

この実験で得られた結果を、(1)式で表される

輸送関数[1]を用いてフィッティングした。 
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A、B、N0、はフィッティングのためのパラ

メータである。Aはポリマー粒子数が 0個（Np = 

0）の時の信号、すなわち未結合マーカーからの

信号、B は信号の飽和値、N0 は信号の飽和値の

二分の一を得ることができる時のポリマー粒子

数、sは信号の大きさ、Npはポリマー個数を表

している。Fig. 2 に示すように、免疫検査結果を

(1)式でフィッティングできることが分かった。

この時、パラメータは=0.75 であり、N0は N0 = 

1.24×B
2
/Aで与えられる事も分かった。 
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Fig. 2 Relationship between the detected signal 
and the number of the polymer beads. 

Fig. 1 Signal from free marker when the 
measurement field Bm was changed. 
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